






はじめに 

 後天性に獲得された凝固阻止物質を循環抗凝血素(circulating anticoagulants)あるい

は血液凝固阻止物質と呼ぶ。この阻害物質は血友病Ａ,血友病Ｂなどの先天性凝固因子欠乏

症のほか,妊娠,自己免疫疾患,悪性腫瘍,薬剤アレルギーなどに認められるが,その発生に

は免疫学的機序が関与していると考えられ,多くの症例においてその活性は免疫グロブリ

ン分画中に見い出される。われわれは厚生省心身障害研究,川崎病に関する研究昭和 60 年

度研究報告書の中で lupus anticoagulant(以下 LA)タイプの循環抗凝血素が認められた

川崎病の 1 乳児例を報告した。LA タイプの循環抗凝血素は,リン脂質依存性凝固反応を阻

害するインヒビターで SLE を始め自己免疫疾患ではまれなものではないが,小児とくに 6

才以下の乳幼児での報告例はきわめて少ない。 

 LA タイプの循環抗凝血素の発生例では,凝固検査上,プロトロンビン時間(PT)と活性化

部分トロンボプラスチン時間(APTT)が延長するにもかかわらず,出血傾向はほとんど認め

られずむしろ血栓傾向を示すことが最近注目されている。そこでわれわれは LA タイプの循

環抗凝血素の高感度測定系を用いて川崎病患児の循環抗凝血素を検討した。 


